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　赤ちゃんは、ずっと、おしっこ、う
んち、をしているわけではない。大人
が眠りから目覚めたときに、トイレに
行きたいな、と思うのと同じように、
赤ちゃんも眠りから目覚めたときにお
しっこをすることが多い。朝ごはんを
食べたら、トイレに行こうかな、と思
うように、赤ちゃんもおっぱいを飲ん
だ後にうんちすることが多いのである。
だから、たとえば、赤ちゃんが朝起き
たときにそのまま放っておいて、おむ
つにおしっこさせるのではなく、起き
たら、おむつを外してあげて、おまる
などに「ささげて」あげると、おしっ
こすることが多い。落語などで、しーしー
とーとー、などという、あれ、である。
大人が赤ちゃんの体と足を支えて、お
しっこさせてあげる。昔は縁側などか
らおしっこさせてやったりした。あの
やり方、つまりは大人が赤ちゃんを抱
えて、おしっこさせてあげることには、

なんと名前までついており、「やり手水」
（やりちょうず、と読む）というのである。
　赤ちゃんがうんちしたいときは、な
んとなくわかることが多い。突然動き
が止まったり、ちょっと変な表情になっ
たり、さらにはちょっと息みはじめた
りする。そういうときに、あ、うんち
するんだな、と、ぼおっとみていない
で、さっとおむつを外してあげて、か
らだをおこして、おまるにかけてやる。
あるいはあぶなくないように便器にか
けてやる。そうすると、おむつの外で
うんちができる。
　赤ちゃんを育てたことがある人、赤
ちゃんの世話をしたことがある人はほ
とんどみな、赤ちゃんがおしっこして
いるかな、と思って、おむつをあけた
とたんに、しゃーっとおしっこをされ
た経験があると思う。おむつは濡れて
いなかったが、あけたとたんにおしっ
こをする。あかちゃんは、おしっこ、

うんちの感覚がわからない、とわたし
たちは思いがちであるが、こうやって、
あけたとたんにおしっこする、という
のを観察していると、どうやら赤ちゃ
んも、本来はおむつのようにおまたに
何かペタッとくっついたところに排泄
するのではなく、オープンなところで
排泄したいのではないか、と、考える
ことはできまいか。ほんとうなら、オー
プンな空間に向けて排泄したいので、
あけたとたんにおしっこするのではな
ないか、と…。
　自分のことを考えてみるといいと思
う。健康な人でも入院経験があったり、
なにか事情があって、おむつを使った
ことがある方もおありだろう。なくて
も、自分で紙おむつを使っての排泄を
試みてみるとよくわかるのだが、これ
は、なかなか、勇気のいることである。
動物としての本能というか直感という
か、自分の排泄物、というのは、排泄
したらすぐ体から遠いところに離した
い、と思うものではないか。自分が排
泄したものが排泄したさきで体にペタ
リとくっついている、という状態を想
像すると、なかなか排泄しにくい。おしっ
こだって、「濡れてもサラサラ」であ
るという紙おむつであるとはいえ、出
た瞬間に吸収してくれる、という紙お
むつであるとはいえ、そうだからといっ
て、安心して排泄するのはむずかしい。
排泄したときにどうしても排泄の間隔
が肌に残るだろうと思うと、なかなか
排泄しにくい。ましてや、うんちのほ
うは、出したらすぐ体にくっつくのだ
ろうと思うと、安心して排泄すること

はさらに難しくなる。排泄物は、排泄
したら体から遠くに離れる、と思うか
ら安心して排泄できるのであって、じ
ぶんのおまたにぺったりくっついてい
るものに向けて排泄するのは、非常に
困難なものだ。それを平気にするため
には、体の感覚を少しオフにして、そ
のこと自体を不快に思うのをやめよう、
とする必要がある。
　幼い人も、同じではないのだろうか。
排泄の感覚、というものがいつから具
体的にあるのかどうか、科学的に議論
することは容易ではないが、赤ちゃん
にも快不快の感覚があることは、誰に
でもわかる。赤ちゃんが泣くのは、お
腹が空いたり、おむつがよごれていたり、
暑かったり寒かったり、環境が気に入
らなかったり、なにか、不快だから泣
くのである。赤ちゃんもおそらく、オー
プンな空間に向けて排泄するほうが気
持ちが良いことを知っている。しかし
同時に、赤ちゃんはたいへん適応能力
もある。赤ちゃんがいつ排泄するかわ
からないから、そのことによって、わ
たしたちの文化的生活が壊されては困
るから、具体的には、家中の畳や絨毯
をおしっこだらけにしてほしくないし、
新しいベビー服や親の洋服を汚してほ
しくないから、わたしたちは、おむつ
をつける。おむつをつけて赤ちゃんの
おまたにぺったりしたものをくっつけ
ることは、赤ちゃんはおそらく当初は
嫌だと思うのであろうが、すぐに慣れ
て、そこで排泄することに慣れてくれる。
本来ならば、オープンな空間に排泄し
たい赤ちゃんは、わたしたちの都合に

　「おむつなし育児」とは、おむつを全くつかわない育児ではない。おむつは、必
要ならば、もちろん使って構わない。ただ、「つけっぱなし」にするのではなく、
赤ちゃんがおしっこするとき、うんちしたそうなときがわかったら、おむつをつけ
たままで、おしっこ、うんちするのをただ、ぼおっと、みているのではなく、おむ
つを外してあげて、おむつの外で排泄させてあげること、それを「おむつなし育児」
と呼んでいるのである。別に画期的な発明でも発見でもなく、日本でも紙おむつが
広く普及する1980年代以前にはごく普通に行われていた方法であり、今も世界人
口の３分の２くらいはやっているのではないか、と思われる、いわば、「人類普遍」
とも言えるやり方、である。
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あわせて、おまたにぺったりくっつい
た状態で排泄することに、適応してく
れている、と思われる。
　現在のトイレットトレーニングは、
なかなか困難なものであるらしい。そ
の多くは、おそらく、こうして、おま
たになにかぺったりくっついている状
態で排泄することにすっかり慣れてし
まった幼い人たちが、とつぜん、おし
りがすうすうする空間（つまりはトイレ）
で排泄しなさい、といわれることにす
ぐに適応できないからであろう。今ま
でおまたにぺったりくっついた状態で
排泄することに慣れていたのに、ある
日突然、幼稚園に行くのだから、とか
いわれて、オープンな空間で排泄しろ、
といわれても、幼い人のほうが戸惑う。
今までつけてきた習慣とある日突然違
うことをするように言われるのだから、
信頼関係も崩れかねない。だからトイ
レットトレーニングがおおごとになる
のではないか。今では３歳くらいになっ
ても、トイレでは排泄できず、うんち
だけはおむつをつけて部屋の隅でしな
いとできない、という子が珍しくない
のも、ひとえに、おむつでの排泄に慣
れてしまっている、言い方を変えれば、
大人側の都合で、おむつでの排泄に慣
れさせてしまっているので、ちがう習
慣に戸惑うしかない、ということなの
だと思う。

　冒頭に書いたように「おむつなし育
児」は、おむつを全くつけないわけで
はなく、気づいたときだけでも、おむ

つの外で排泄させてあげるやり方であ
る。別に毎回、赤ちゃんを、ひし、と
観察しておむつの外で排泄させなけれ
ばならないわけではなく、気づいたと
きだけでよい。たとえば、朝一番のお
しっこだけはおむつの外でする、でも
よいし、親がゆったり過ごしている週
末だけ、気づいたときにおしっこ、う
んちをおむつの外でさせてあげる、で
も、よい。そうしていると、赤ちゃん
はすくなくとも、おむつの外で排泄す
ることの快適さを経験できる。こんな
ふうにして、「時折」であっても、お
むつの外で排泄させてもらっている赤
ちゃんは、そのほうが快適である、と
わかるからであろう、はいはいできる
くらいの月齢になると、おしっこした
くなると、おまるのほうに這っていこ
うとしたり、立ち上がれるくらいにな
ると、おしっこしたくなると自分でぽ
んぽんとおまたをたたいて親に教えて
くれたりするようになったり、おまる
をとりにいこうとしたりするようにな
る。現在60代である著者の母親（1935
年生まれ）が子どもを育てている頃は、

「１歳の夏までにおむつは取るものだ」
といわれていたというのだが、それは、

どうやらこういうことであったらしい。
　現在では、子どもの身体的発達から
みれば、排泄が自立するのは２歳以降
である、といわれているのだが、これ
は、「排泄の自立」ということを「自
分でトイレに行って、パンツを下ろして、
排泄して、パンツをあげてトイレから
出てくる」ということであるとすれば、
そういうことは、確かに２歳にならな
いとできない、ということである。し
かし、著者の母親世代、つまりは、濡
れてもサラサラ、漏れることのない紙
おむつを自在に使えるようになる（のは、
1980年代以降のことになるのだが）以
前の世代は、布おむつを使っていたわ
けだから、汚れた布おむつを洗わなけ
ればならなかった。だから、赤ちゃんが、
おしっこ、うんち、をしそうになるの
がわかれば、ぼおっとみていないでお
むつをはずして、おむつの外で排泄さ
せてあげていた。そうすれば、１歳ご
ろには、「自分でパンツを下ろしてト
イレに行く」ような自立した行動はま
だできないにせよ、「排泄したいこと
を周囲に教える」ようにはなっており、
事実上、おむつをはずすことができた、
ということのようだ。
　紙おむつは本当に便利である。いや、
紙おむつ、といっても、紙おむつは紙
でできているわけではなく、高分子吸
収剤（SAP）を中心とする石油由来製
品でできている（だからこそ、このよ
うに「廃棄物資源循環学会」の雑誌に、「お
むつなし育児」が登場する）。忙しい
母親にとって、洗わなくてもよいおむ
つは福音だったし、つけておけば、服

も家も汚れることのない紙おむつは本
当に便利である。このことにかぎらな
いが、便利なものには、代償があるこ
とも少なくない。紙おむつが安価にな
り、誰でも使えるようになり、その便
利さに感動していたから、赤ちゃんの
排泄、ということに周囲が気を配る必
要がなくなった。気を配る必要がなく
なると、何が起こるかというと「おむ
つはつけっぱなし」にして、「時折取
り替える」ということになる。親も子
も排泄に気持ちが向かなくなり、おむ
つをはずす機会を逸することにもなり、
アメリカでは思春期の子どもサイズの
おむつまで用意されていることに2010
年ごろには驚いていたが、今では日本
でも販売されているようだ。

　くりかえすが、気がついたときだけ
でよいので、おむつをはずしてあげて、
おむつの外で排泄させてあげることを

「おむつなし育児」と呼んでいる。誤
解も多いかもしれないこの言葉は、著
者の造語である。2006年トヨタ財団の「く
らしといのちの豊かさを求めて」とい
うテーマのもとでの研究助成事業の一
環として、「赤ちゃんにおむつはいら
ない」という研究を行うことになった。
このときに、「おむつなし育児」と呼
び、その後、研究成果があきらかにな
るにつれ、「おむつなし育児」という
ことばが一般によく知られるようになっ
たので、そのまま使っているのである。
わたしの発明でも発見でもないが、こ
の人類普遍のやり方（であることがわ
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かったこと自体、研究の成果の一つな
のであるが）を、研究を通じて「おむ
つなし育児」と呼んでみたのである。
　わたしは母子保健、公衆衛生の研究
者なのだが、若い頃からこの「おむつ」
のことについてはいろいろ気になって
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ちはおむつをつかっていないことを知
る。おむつをしない赤ちゃんを腰巻布
で体にピッタリとくっつけて抱き、赤
ちゃんが排泄したい時は、体から離し
て排泄させている。どうしたらそんな
ことができるのだろう、と、興味をもっ
ていた。アフリカのお母さんたちにとっ
て、腰にピッタリとくっつけている赤
ちゃんが排泄したいかどうか、という
感覚は、あたかも自分の感覚のように
わかるらしい。さらに大正時代に創刊
された「主婦の友」のバックナンバー
を繰って見ると、昭和20年代には「赤ちゃ

んにおむつをつけるのは悪い習慣を身
につけるようなものです」などと、“賢
夫人”たる人が語っていたりして、「う
ちの子どもは皆、３、４か月ごろには、
おむつは使っておりません」などと書
いてあるのだ。びっくりした。こうい
う世界があったのだ。
　トヨタ財団の女性のおかげで、さま
ざまな文献検索や高齢者への聞き取り
を行うことができ、それらをもとにして、
実際に興味のあるお母さんたちにおむ
つなし育児を実践してもらうことにし
た。今どきのお母さんたちに本当にやっ
てもらえるのだろうか、と思っていた
が、多くのお母さんたちが楽しい、と
感じてくれた。おむつの外で排泄する
赤ちゃんは、排泄した後、実に嬉しそ
うな顔をする。体を起こした姿勢でた
くさんうんちできた赤ちゃんのすっき
りした顔が忘れられない、言葉も通じ
ない赤ちゃんの排泄をわかってあげら
れたことが、すごくうれしい、お父さ
んも、朝起きたときのおしっこなどとっ
てもらうこともできて、父親も感動す
る…。赤ちゃんの快不快に敏感になる
からであろう、赤ちゃんが泣いている
理由もわかるようになってあまり赤ちゃ
んが泣かなくなったり、何より、おむ
つがスムーズに、さらに、早めにとれる。
かさ高く重たくなるおむつをつけっぱ
なしにすることがなくなるので、運動
能力が高い、と感じるお母さんも多い。
　水俣市にある「はつのあそびの森こ
ども園」は、保育の現場で「おむつな
し育児」をとりいれている施設であり、
早くからおむつを外しパンツで育児を

おこなっているが、結果としてこども
たちのおむつも早くはずれ、保護者の
負担も少なく、また、保育士たちにも
とても評判が良い。結果として母親も
保育医師たちも、子どもたちの排泄に
気持ちを向けるようになることで、子
どもとの時間がよりおだやかになり、
ありていにいえば、子どもとの時間が
より楽しくなっている。
　このように、これは決して赤ちゃん
に負担でもなく、母親に負担でもない。
保育園にとっても保育士にとっても良
いことがたくさんあるのだ。しかし、
この消費主義礼賛、手のかかることは
全て負担、という雰囲気の中では、内
容を知ることもなく、「おむつなし育児」
イコール母親の負担増、という、お決
まりのレッテルを貼ることはいかにも
簡単であり、郷ひろみが主演したテレ
ビドラマ１）では、「保育園が無理強い
しておむつなし育児をすすめているの
で、郷ひろみおじいちゃんが中心になっ
た父兄たちがみんなでそんな負担を強

いることはやめさせる」みたいな取り
上げられ方をして、誠に不本意であっ
たが、まあ、それほどまでに知名度が
上がってきた、ということでもあるのか。
村上春樹が言うように「誤解の総体が
真の理解」だから、仕方があるまいか。
　紙おむつは便利だ。しかしいうまで
もなく問題が多すぎる。この雑誌の特
集では廃棄物としてのおむつのありよ
うを考えようとしておられる。必要な
ときには、使ってもよいが、全ての赤ちゃ
んが紙おむつを長く使うことが、どれ
ほど処理の難しい廃棄物を増やしてい
ることか。百歩譲って、それでも、赤
ちゃんの未来のために大切なことなら、
仕方があるまい、と思うのだが、私た
ちの研究では、紙おむつつけっぱなし、
は、赤ちゃんにもお母さんにも、そん
なにハッピーなことではない、という
ことがわかっている。
　減らせるのではないだろうか。紙お
むつ…。遥かな地平をともに夢見たい
ものだ。
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